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札
幌
農
学
校
の
建
築

北大百年の諸問題

札
幌
農
学
校
の
建
築
中
、
草
創
期
の
演
武
場
お
よ
び
附
属
農
校
園
施
設
、

博
物
場
、
ま
た
一
九

O
三
年
(
明
治
三
六
)
移
転
後
の
図
書
館
、
昆
虫
学

及
養
蚕
学
教
室
な
ど
が
遺
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
の
近
代
建
築
史

(
1〉

上
貴
重
な
遺
産
と
し
て
評
価
さ
れ
、
個
別
の
研
究
も
多
い
。
本
稿
は
、
す

で
に
失
な
わ
れ
た
建
築
も
含
め
、
明
治
期
の
農
学
校
建
築
|
|
明
治
末
期

の
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
時
代
の
建
築
も
含
め
た
ー
ー
を
通
覧
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

写
真
、
図
版
の
う
ち
、
『
写
真
集
北
大
百
年
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
は

省
略
し
、
(
口
・
ふ
と
し
て
図
版
番
号
を
記
し
て
お
い
た
。

初
期
札
幌
農
学
校
の
建
築

一
八
七
五
年
〈
明
治
入
)
、
札
幌
学
校
と
し
て
開
校
し
て
か
ら
、

O
三
年
(
明
治
三
六
〉
、
当
時
の
農
校
園
の
一
画
、
現
在
の
北
大
農
学
部

越

野

武

九

構
内
へ
移
転
す
る
ま
で
の
、
初
期
札
幌
農
学
校
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
周
知
の

よ
う
に
、
現
在
の
演
武
場
位
置
を
含
む
、
北
一
、
二
条
、
西
一
、
二
丁
目

に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
四
街
区
の
う
ち
東
側
の
一
部
を
除
い
て
、
南
北
一
一
一

O
問
、
東
西
一
一
二
間
二
尺
五
寸
、
一
万
三
四
九

O
坪
(
約
四
万
四
五
Q

0
平
方
メ
ー
ト
ル
)
の
地
積
を
占
め
る
。
こ
れ
に
隣
接
し
て
北
三
条
西
一

丁
目
の
一
街
区
三
六

O
O坪
(
約
一
万
一
九

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
)
が
一

八
七
八
年
(
明
治
一
一
〉
、
開
拓
使
勧
業
課
か
ら
移
管
さ
れ
て
一
時
植
物

園
と
さ
れ
、
後
教
師
館
敷
地
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
建
築
は
、
簿
書
「
十
五
年
札
幌
農
学
校

(
2〉

引
継
書
管
理
局
」
中
の
「
建
築
一
覧
表
」
(
表
1
)
お
よ
び
添
付
配
置

図
(
図
1
)
に
よ
っ
て
、
概
そ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
追
っ
て
述
べ
る
よ

う
に
、
構
内
の
主
要
建
築
は
、
一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
)
の
演
武
場
竣

工
を
も
っ
て
ほ
ぼ
揃
い
、
北
講
堂
が
焼
失
再
建
さ
れ
た
の
を
除
け
ば
、
一

九
O
三
年
(
明
治
一
三
ハ
)
移
転
ま
で
大
き
な
変
更
を
受
け
て
い
な
い
。
キ
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表 1 初期札幌農学校建築一覧表 (1十五年札幌農学校引継書管理局J*印は現存建築〕

l建立年月|総即|建(需)費|増 築|増車〕費

1877年建合テ比増算6月4坪ス3生数坪徒総ザ舎お建校 舎 1875年8月
411.414 金12，919.2032階 金 978.000 外ニ 2階79.000 ニシ

坪江

114.457 金 9，882.5641及数87総ヒ6年建建増坪7月奥江模棟合様此算替坪ス北講堂 1873年10月 外ニ 2階57.500米味10 石36.348 金 3，530.805
噌31貫9036

書 庫 1876年12月
15.000 528.527 

総2階

化学場 1877年8月
36.000 5，499.966 総2階

* 113.550 
1881年改7月白鳴鐙演武場 1878年9月 総 2階 4，748.500 金 1，329.682

外ニ入口 2.775 楼ニ築ス

観象台 1880年8月 4.1169 966.637 

厩 1873年10月 33.500 60.000 

温 室 1876年11月 49.100 2，231.081 

ベ翠

化学場

厩
浜
益
通
(
現
北
一
条
)

上川通(現西三Hn O 5PM 

図1 初期農学校配置図(引継書添付図より作図.Aは現演武場位置〉
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ヤ
ソ
パ
ス
西
寄
り
の
中
央
に
演
武
場
、
そ
の
北
に
北
講
堂
、
書
庫
、
南
に

寄
宿
舎
、
南
東
に
舎
密
所
(
化
学
講
堂
)
を
配
し
て
い
た
。
舎
密
所
を
除

い
て
、
他
は
全
て
、
西
面
、
開
拓
使
本
庁
舎
に
正
対
し
て
建
て
ら
れ
て
い

る。
以
下
、
こ
れ
ら
の
建
築
に
つ
い
て
順
次
眺
め
て
い
こ
う
。

1 

~t 

講

堂

北大百年の諮問題

一
八
七
五
年
(
明
治
入
)
開
校
時
に
準
備
さ
れ
た
校
舎
は
、
北
講
堂
と

寄
宿
舎
の
ふ
た
つ
で
あ
る
。
後
者
は
新
築
で
あ
る
が
、
前
者
は
一
八
七
三

年
に
建
て
ら
れ
た
開
拓
使
外
国
人
顧
問
宿
舎
の
ひ
と
つ
、
洋
造
弐
邸
(
外

国
教
師
五
人
住
居
、
ま
た
俗
に
ケ
プ
ロ
γ
館
と
も
呼
ば
れ
た
。
図
2
)
を

改
装
転
用
し
た
。

H
・
ケ
プ
ロ
ン
以
下
開
拓
使
の
御
雇
外
国
人
の
大
部
分

が
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
任
務
を
了
え
て
帰
国
し
て
お
り
、
宿
舎
は
不
用
に

な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

木
造
二
階
建
て
の
、
簡
素
な
が
ら
重
厚
な
印
象
を
与
え
る
建
築
で
あ
っ

た
。
寄
棟
屋
根
の
軒
四
周
に
蛇
腹
を
め
ぐ
ら
し
、
玄
関
吹
放
ポ
i
チ
に
ぺ

デ
ィ
メ
γ
ト
付
の
小
屋
根
を
か
け
て
い
る
。
窓
は
内
開
き
の
ガ
ラ
ス
窓
、

鐙
戸
付
き
、
窓
上
に
、

一
階
は
三
角
の
、
二
階
は
櫛
形
の
ベ
デ
ィ
メ
ン
ト

を
飾
っ
て
い
る
。
洋
造
弐
邸
と
同
時
に
建
設
さ
れ
た
他
の
官
舎
、
宿
舎
群

の
な
か
で
は
、
き
わ
だ
っ
て
古
典
的
な
作
風
を
示
す
作
品
で
あ
っ
た
。
お

そ
ら
く
は
、
舶
載
の
手
本
か
ら
、
あ
れ
こ
れ
の
様
式
、
技
法
を
試
み
た
習

作
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
開
拓
使
後
期
、
ほ
ぼ
一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)

を
境
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
古
典
主
義
的
手
法
は
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

る。
宿
舎
か
ら
講
堂
へ
転
用
さ
れ
る
際
の
改
装
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
は
、
必
ら
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
『
開
拓
使
事
業
報
告
第
二

篇
・
家
屋
表
』
(
一
八
八
五
年
刊
〉
の
、
一
八
七
五
年
新
築
の
項
に
、

「
上
川
通
(
現
西
三
丁
目
)
・
同
(
農
学
)
校
講
堂
井
湯
呑
所
・
一
一
四

坪
四
五
人
・
五
月
起
工
・
七
月
竣
功
・
経
費
二
、
二
七
四
円
五
一
ご

(
(
)
内
は
引
用
者
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
表
一
八
七
三
年
の
「
外

国
教
師
五
人
住
居
」
は
、
面
積
七
五
坪
八
五
0
1
|同
表
の
面
積
は
原
則

と
し
て
建
坪
(
一
階
面
積
)
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
延
床
面
積
で
は
な
い

ー
ー
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
差
、
三
人
坪
余
を
増
築
し
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
開
校
時
の
写
真
(
口
・
白
N
O
)

に
よ
る
と
、
主
屋
南
側
に
二
間

角
ほ
ど
の
張
出
を
設
け
、
そ
こ
か
ら
南
東
へ
廊
下
を
延
し
、
平
家
建
の
一

棟
に
連
絡
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
洋
造
弐
邸
時
代
に
は
な
か
っ
た
。

ま
た
軒
装
飾
を
つ
け
、
窓
も
上
下
、
げ
窓
と
し
て
い
て
様
式
的
に
も
主
屋
と

は
異
な
っ
て
い
る
。

一
八
七
八
年
の
増
築
部
分
に
相
当
す
る
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
『
札
幌
農
養
第
一
年
報
』
(
一
八
七
七
年
〉
に
、
「
更

個
ノ
建
出
シ
ノ
長
サ
三
十
五
英
尺
幅
二
十
五
英
尺
ナ
ル
者
ハ
之
ヲ
僕
室
周

所
及
ヒ
衣
服
薪
炭
ノ
類
ヲ
置
ク
ノ
所
ト
ス
」
と
あ
る
部
分
で
あ
る
。

主
屋
内
部
の
平
面
は
、
こ
の
時
に
は
、
ほ
ぼ
旧
状
の
ま
ま
講
堂
に
転
用



さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
第
二
年
報
』
(
一
八
七
八
年
)
に
、
「
北
校
内

部
の
整
置
は
大
-
一
之
ヲ
変
換
改
良
シ
如
所
ノ
無
用
ナ
ル
モ
ノ
数
個
ヲ
廃
シ

〔
マ
マ
〕

テ
之
ヲ
一
二
個
(
原
文
吾
円
8
)
ノ
便
利
ナ
ル
講
堂
ト
為
セ
リ
其
階
上

ハ
:
:
:
講
堂
製
図
室
弁
-
一
理
学
及
ヒ
機
械
学
ノ
器
械
室
各
一
個
ア
リ
階

下
ハ
予
科
ノ
為
メ
ニ
須
要
ナ
ル
三
個
ノ
講
堂
ト
一
ノ
読
書
房
一
ト
ナ
リ
」
と

あ
り
、
こ
れ
は
『
事
業
報
告
・
家
屋
表
』
一
八
七
九
年
修
繕
の
項
に
あ

る
、
「
上
川
通
・
農
学
校
間
内
模
様
替
並
生
徒
溜
引
建
直
・
十
年
十
三
月

起
工
・
五
月
竣
工
・
経
費
一
、
一
八
九
円
一
八
五
」
の
「
間
内
模
様
替
」

に
相
当
し
よ
う
。
ま
た
「
生
徒
溜
引
建
直
」
は
呼
称
に
疑
問
は
残
る
が
、

前
記
主
屋
南
東
の
別
棟
「
僕
室
周
所
」
を
、
主
屋
東
一
裏
へ
移
築
し
た
も
の

札幌農学校の建築

「一寸

64う

図2 北講堂(洋造弐邸〉平面図

破線は.1878年撤去された間仕切壁を示す。北大附属

図書館北方資料室蔵「西洋弐番邸二階造地絵図」お

よび引継書添付図より作成

と
解
し
た
い
。
一
八
七
五
年
竣
工
の
「
書
庫
」
に
近
接
し
す
、
ぎ
て
具
合
が

悪
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
引
継
書
」
添
付
配
置
図
に
図
示
さ
れ
た
姿

が
こ
の
時
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
七
八
年
撮
影
(
推
定
〉
の
市

街
パ
ノ
ラ
マ
写
真
(
口
・
白
-
A
S
中
に
み
え
る
北
講
堂
は
、
背
後
の
付
属
建

物
を
含
め
て
こ
の
図
に
よ
く
合
致
し
て
い
る
。

北
講
堂
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
特
に
記
す
こ
と
は
な
い
。
一
八
八
八

年
(
明
治
二
一
)
五
月
焼
失
し
、
翌
一
八
八
九
年
、
同
じ
位
置
に
規
模
を

拡
大
し
て
新
北
講
堂
が
再
建
さ
れ
た
。

2 

寄

&ミ
R 

宿

「
引
継
室
田
」
に
「
校
企
己
と
あ
る
が
、
生
徒
寄
宿
所
、
生
徒
舎
な
ど
と

も
呼
ば
れ
た
。
『
事
業
報
告
・
家
屋
表
』
一
八
七
五
年
(
明
治
人
)
新
築

の
項
に
、
「
上
川
通
・
農
学
校
寄
宿
所
・
三
七
七
坪
七
四
七
・
六
月
起

工
・
八
月
竣
功
・
経
費
二
一
、
七
九

O
円
0
0
0」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

数
葉
の
外
観
写
真
(
口
・
白
・

8
L少
勾
〉
の
ほ
か
、
創
建
時
の
平
面
図

(図
3
〉
、
前
出
「
引
継
書
」
配
置
図
が
あ
り
、
さ
ら
に
在
学
生
の
手
記
、

例
え
ば
太
田
書
簡
中
の
略
図

(
n
-
p
m
S
が
あ
っ
て
、
建
物
の
概
そ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
階
平
面
は
、
両
平
面
図
に
ほ
と
ん
ど
差
異
は
な

ぃ
。
た
だ
、
後
方
賄
所
か
ら
突
出
し
た
棟
が
加
わ
り
、
主
屋
北
端
の
事
務

室
、
廊
下
が
変
更
さ
れ
た
。
後
方
の
増
築
は
、
『
事
業
報
告
・
家
屋
表
』

一
八
七
五
年
新
築
の
項
に
併
記
さ
れ
た
「
札
幌
学
校
麺
麹
焼
所
弁
雑
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39.00 30.00 42.00-

口1巾
'i"'.恥日ー--尚叫が

N
叫
ロ
ロ

学
校
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門
]

目
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2階講堂

ゴI口
15∞192115∞1 

33.00 27.00 
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図3 寄宿舎平面図
北大附属図書館北方資料室蔵「男生徒寄宿所絵図面」より作成



札幌農学校の建築

蔵
・
三
三
坪
六
六
七
」
で
あ
る
。
両
者
の
建
築
面
積
計
四
一
一
坪
四
一
四

は
「
引
継
書
」
の
記
載
に
合
致
す
る
。
「
麺
麹
焼
所
」
は
、
い
う
ま
で
も

(
3
)
 

な
く
、
パ
ン
焼
所
で
あ
る
。

二
階
は
、
一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
〉
八
月
、
生
徒
増
に
と
も
な
っ
て

主
屋
中
央
に
六
室
分
を
増
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

建
物
全
体
は
、
西
側
主
屋
と
、
東
側
の
付
属
屋
を
並
列
さ
せ
る
計
画
で

あ
る
。
西
主
屋
は
主
と
し
て
寄
宿
室
か
ら
な
る
。
各
室
は
一
五
尺
角
の
正

方
形
平
前
で
、
一
階
中
廊
下
を
は
さ
ん
で
東
西
に
一
四
室
、
二
階
に
増
築

分
六
室
を
配
し
て
い
た
。
「
農
学
校
沿
草
略
」
な
ど
で
は
こ
四
室
と
あ
る

か
ら
、
あ
る
い
は
一
階
一
入
室
の
計
画
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
官
費

生
定
員
五

O
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
室
二

1
三
名
の
想
定
で
あ
ろ
う
。
主

屋
北
端
に
は
、
「
校
長
室
、
事
務
室
、
当
直
室
:
:
:
」
の
管
理
諸
室
が
設

け
ら
れ
て
い
た
。

東
側
の
付
属
棟
へ
は
三
本
の
廊
下
で
連
絡
す
る
。
南
端
二
階
建
て
の
部

分
は
、
一
階
を
食
堂
、
二
階
を
復
習
講
堂
と
し
て
使
用
し
た
。
食
堂
に
接
し

て
平
屋
の
賄
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
中
央
の
廊
下
は
便
所
、
浴
室
、

北
端
の
廊
下
は
平
屋
の
別
棟
へ
連
絡
す
る
。
こ
の
別
棟
は
、
外
観
、
平
面

と
も
寄
宿
舎
主
屋
に
準
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
病
室
、
物
置
、
靴
製

造
室
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
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建
物
外
観
の
意
匠
は
、
開
拓
使
工
業
局
前
期
の
特
徴
を
ま
だ
残
し
て
い

る
。
窓
は
各
室
あ
て
一
個
。
や
や
大
ぷ
り
の
上
下
げ
ガ
ラ
ス
窓
で
、
三
角

ベ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
飾
っ
て
い
る
(
た
だ
し
、
二
階
増
築
部
で
は
省
略
さ
れ

た
)
。
背
後
の
食
堂
・
復
習
講
堂
棟
で
は
、
一
階
を
三
角
、
二
階
を
櫛
型
ベ

デ
ィ
メ
ン
ト
と
し
て
い
る
。
主
屋
の
軒
に
は
初
期
の
洋
風
官
舎
、
北
講
堂

増
築
部
と
同
様
の
、
玉
縁
飾
板
を
つ
け
て
い
る
。
演
武
場
の
犬
歯
状
飾
板

と
同
じ
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
木
造
建
築
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
ス
タ

イ
ル
で
あ
る
。
食
堂
棟
の
軒
は
飾
板
の
な
い
水
平
蛇
腹
で
、
窓
の
意
匠
と

と
も
に
、
洋
造
弐
邸
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

3 

書

庫

一
八
七
六
年
(
明
治
九
)
、
北
講
堂
の
南
隣
、
演
武
場
予
定
地
と
の
問

に
、
木
造
二
階
建
て
、
建
築
面
積
一
五
坪
の
小
さ
な
書
庫
が
建
て
ら
れ

た
。
「
農
学
校
引
継
書
・
建
築
一
覧
表
」
に
、
一
八
七
六
年
十
二
月
建
立

と
あ
る
ほ
か
『
札
幌
農
集
第
一
年
報
』
(
一
八
七
七
年
)
に
「
二
階
造
リ
ノ

一
小
屋
ハ
是
レ
新
築
ノ
文
庫
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
『
事
業
報

告
・
家
屋
表
』
で
は
、
一
八
七
七
年
十
月
竣
功
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
誤

記
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
次
に
記
す
「
読
書
房
」
と
と
り

違
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

独
立
の
「
書
庫
」
と
あ
わ
せ
て
、
翌
一
八
七
七
年
、
北
講
堂
内
に
「
読

書
房
」
が
設
け
ら
れ
た
。
『
第
二
年
報
』
(
一
八
七
九
年
)
中

w-
ホ
イ
l

ラ
l
報
文
一
に
「
客
年
九
月
中
本
実
ノ
読
書
房
ヲ
北
校
-
一
設
ケ
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
書
庫
と
読
書
房
一
が
別
棟
に
あ
っ
た
の
で
は
不
便
こ
の
上
な
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ぃ。

w
・
ホ
イ
l
ラ
l
の
「
農
学
校
校
長
調
所
広
丈
宛
書
簡
」
(
一
八
七

(
4
)
 

七
年
九
月
二
十
日
)
に
、
「
客
年
教
官
ト
協
議
ナ
ク
取
建
テ
ラ
レ
タ
ル
木

製
ノ
文
庫
ハ
:
:
:
内
外
ノ
観
更
一
一
風
致
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
殊
ニ
不
安
全
」

と
、
不
評
で
あ
っ
た
。

書
庫
の
姿
を
伝
え
る
資
料
は
少
な
い
が
、
『
北
海
道
志
・
巻
一
一
』
中
の

農
学
校
烏
敵
図
(
口
・
凶
毘
)
に
描
か
れ
る
ほ
か
、
北
方
資
料
室
所
蔵
の
写

真
一
葉
が
あ
る
。
用
途
上
当
然
で
あ
る
が
、
簡
素
な
「
風
致
ナ
キ
」
建
物

で
あ
っ
た
。
写
真
で
は
、
書
庫
前
方
に
別
棟
が
建
増
さ
れ
て
い
る
が
、
一

ハ
5
〉

八
九

O
年
建
築
の
「
書
籍
庫
事
務
所
」
で
あ
ろ
う
か
。

北大百年の諸問題

4 

化

学

講

堂

一
八
七
七
年
(
明
治
一

0
1
キ
ャ
ン
パ
ス
の
南
端
、
寄
宿
舎
の
東
背

後
に
化
学
講
堂
が
建
て
ら
れ
た
。
『
第
一
年
報
』
に
よ
れ
ば
、
「
製
煉
所

ノ
結
構
装
置
ハ
都
テ
教
師
ロ
-
H
V

・】
USE--o唱
ノ
調
成
セ
ル
図
ニ
法
リ
タ

ル
者
e
一
で
あ
っ
た
。

(UE邑
s
-
E
g
g
g
q
は

の

』ま

「
製
煉
所
」

カミ

「
化
学
場
」

「
舎
密
所
」
な
ど
と
訳
さ
れ
、
の
ち
に
は
「
南
講
堂
」

と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

建
物
の
概
要
に
つ
い
て
は
「
引
継
書
・
建
築
一
覧
表
」
に
、

「
化
学
場

-
明
治
十
年
八
月
建
立
・
総
建
坪
三
六
坪
総
二
階
・
建
築
費
五
、
四
九
九
円

九
六
六
」
と
あ
り
、
添
付
配
置
図
に
六
間
×
六
間
の
書
込
み
が
あ
る
。
こ

の
う
ち
建
築
面
積
は
、
史
料
に
よ
っ
て
少
し
喰
違
っ
て
い
る
。

一
括
し
て

示
す
。

〔
マ
マ
]

『
第
一
年
報
』
四

O
平
方
尺

Q
R
q
同

8門
m
A
E
R
O
)

『
事
業
報
告
』
四
六
坪
二
四

O

ハ
5
〉

「
官
有
財
産
自
録
」
四
五
坪
五
六
六

(
6
)
 

遠
望
写
真
(
ロ
・
伊

-
N
ω
L
S
に
よ
る
と
、
方
形
屋
根
を
か
け
た
正
方
形

プ
ラ
ン
、
総
二
階
建
て
の
単
純
な
概
形
を
有
し
、
付
属
屋
や
突
出
翼
部
は

見
あ
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
建
築
面
積
の
う
ち
、
『
事
業
報
告
』

の
四
六
坪
二
四

O
は
、
方
四

0
・
八
尺
「
官
有
財
産
目
録
」
の
四
五
坪
五

六
六
は
、
方
四

0
・
五
尺
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
演
武
場
や
農
場
建
築

で
は
、
米
人
教
師
の
フ
ィ
ー
ト
完
数
に
よ
る
平
面
設
計
を
、
間
制

l
l六

ま
た
は
三
尺
モ
デ
ュ

l
ル
|
|
に
直
す
こ
と
な
く
実
施
し
て
い
る
か
ら
、

化
学
講
堂
も
方
四

O
尺
、
建
坪
四
四
坪
四
四
四
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
他
は
計
測
の
見
誤
り
と
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
内
部
一
階
に
は
「
生
徒
ノ
普
通
製
煉
所

(
m
g
o
E
z
g
g
gミ

学
生
実
験
室
)
ト
分
析
室
ト
天
秤
及
ヒ
竃
場
公
ミ
E
B
2
8
0
5〉
」
二
階
に

「
講
堂
ト
機
械
室
(
名
古
田

g
g田町
O
O
B
)
ト
鉱
磁
学
地
質
学
及
ヒ
化
学
採

蒐
物
ノ
展
列
場
」

(
『
第
一
年
報
』
)
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
地
階
が
あ

っ
て
、
資
料
類
の
保
管
庫
、
整
理
作
業
室
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。

建
物
外
観
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
窓
は
て
二
階
と
も
、
簡
素
な

上
下
げ
形
式
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
北
講
堂
や
寄
宿
舎
の
古
典
的
ベ
デ
ィ

メ
ン
ト
装
飾
は
見
ら
れ
な
い
。
軒
も
、
水
平
繰
形
や
飾
板
に
か
わ
っ
て
、



間
隔
を
広
く
配
し
た
持
送
り
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
匠

は
、
い
ず
れ
も
開
拓
使
後
期
の
洋
風
建
築
の
傾
向
に
つ
な
が
る
も
の
と
し

て
注
目
し
て
お
き
た
い
。

5 

演

場

武

札幌農学校の建築

時
計
台
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

各
方
面
か
ら
の
論
考
も
多
く
、
特
に
書
き
加
え
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
。

建
築
の
意
匠
、
構
造
に
限
っ
て
二
一
、
三
記
す
に
と
ど
め
よ
う
公
・
白
・
巴
-

a
u
u
p
g
な
ど
〉
。

演
武
場
は
、
一
入
七
八
年
(
明
治
一
一
)
六
月
着
工
、
同
年
十
月
十

六
日
竣
工
、
開
業
式
を
挙
行
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
時
計
塔
は
、
米
国

ハ
ワ

l
ド
社
か
ら
購
入
し
た
時
計
に
あ
わ
せ
て
、
一
八
八
一
年
あ
ら
た
に

造
り
直
さ
れ
た
。
『
事
業
報
告
・
家
屋
表
』
は
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
お

り
、
「
引
継
書
」
と
大
き
な
相
異
は
な
い
。

明
治
十
一
年
新
築
・
上
川
通
・
演
武
場
博
口
問
函
・
七
月
起
工
・
十
二

月
竣
一
功
・
経
費
七
五
三
円

O
五
四

同
・
同
・
農
学
校
演
武
場
・
一
棟
・
一
一
六
坪
三
二
五
・
六
月
起

工
・
十
月
竣
功
・
経
費
三
、
八
六
九
円
一
六

明
治
十
四
年
新
築
・
上
川
通
・
農
学
校
時
計
台
・
五
月
起
工
・
八
月
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竣
功
・
経
費
一
、
三
二
九
円
六
入

演
武
場
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
明
久
、
秋
月
俊
幸
に
よ
っ
て
詳
し

(
7
)
 

い
経
緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
農
学
校
の
側
で
は
、
当
初
、
煉
瓦
造

二
階
建
て
の
「
農
学
本
館
」
と
木
造
平
屋
の
「
煉
兵
館
」
二
棟
の
建
設
が

目
論
ま
れ
て
い
た
が
、
両
者
を
縮
小
併
合
し
て
、
木
造
二
階
建
の
一
口
座
と

さ
れ
た
と
い
う
。

W
-
ホ
イ
l
ラ
l
の
前
出
「
調
所
広
丈
宛
書
簡
」
ハ
一
八
七
七
年
九
月

(
4
)
 

二
十
日
〉
に
よ
れ
ば
、
農
学
本
館
に
は
集
会
用
の
「
正
堂
」
、
地
質
・
鉱

礎
学
、
動
物
学
な
ど
の
「
展
覧
場
」
、
本
草
学
、
林
学
な
ど
の
「
博
物
場
」
、

土
木
・
機
械
学
な
ど
の
講
義
室
を
設
け
、
さ
ら
に
屋
上
に
時
計
台
を
そ
な

え
る
計
画
で
あ
っ
た
。
結
局
こ
の
計
画
は
裁
可
さ
れ
ず
、
博
物
室
、
講
義

室
を
一
階
に
、
練
兵
館
(
演
武
場
)
を
二
階
に
配
す
る
、
現
在
の
姿
に
ま

と
め
ら
れ
た
。
二
階
演
武
場
は
、
必
然
的
に
「
臨
時
諸
般
ノ
衆
覧
、

祝

賀
、
成
業
式
:
:
:
夜
宴
並
-
一
演
説
等
ノ
用
ニ
供
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
建
物
位
置
も
、
農
学
校
木
館
を
兼
ね
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
を
占
め

た
の
で
あ
る
。

終
始
こ
れ
ら
の
建
築
計
画
を
と
り
ま
と
め
た
の
は
、
右
の
書
簡
に
も
あ

る
と
お
り
、

w
・
ホ
イ
l
ラ
ー
で
あ
る
。
縮
小
案
を
提
示
し
た
書
簡
(

八
七
八
年
一
月
二
日
。

n
-
P
E
)
に
は

て
二
階
平
面
図
と
、
九
項
目

か
ら
な
る
筒
単
な
仕
様
。

g
q己
口
町

2
5
5
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実
施

設
計
は
、
開
拓
使
工
業
局
技
師
の
手
で
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
遺
構
に
ょ
っ

て
み
て
も
、
ホ
イ
l
ラ
l
の
指
示
は
、
ほ
ぼ
忠
実
に
守
ら
れ
た
こ
と
が
わ



か
る
。
ホ
イ
l
ラ

l
の
指
導
が
、
工
業
局
技
師
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、

も
っ
と
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
及
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
次
に
述
べ
る
農

場
建
築
に
つ
い
て
の
『
年
報
』
の
記
述
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る。
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演
武
場
の
建
築
で
ま
ず
目
を
ひ
く
の
は
、
小
屋
組
の
構
造
で
あ
る
。
ホ

イ
l
ラ
l
の
仕
様
に
、

、同，
z
g
D円

g
r
o
ロ
g
m
E
8
8
5
2
2
L
F
O
B
a
a
-同
可

じ3

。四七
0
2
m
O円円。一ロヨロ
ω
E
p
m
出回一-

.ι 

Z
0
8ニ
5
m
g
g
u
s
i
L
O品
目
ロ
号
。
ロ
コ
一
一
回
目
-
r
r
E
任問

5
0
r
E回目。♂

S
L
3
0『
'
E
m
g
g
a
g
g
e
a田町内凶・回ロ門凶豆ロ円。
ι

北大百年の諸問題

国

回ru、.r一口命円。一
O
H

と
あ
る
よ
う
に
、
二
階
演
武

場
ロ
ユ
-
ニ
向
島
は
天
井
を
張

演武場断面図

ら
ず
、
化
粧
小
屋
組
が
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る
。
合
掌
材
の

錐
力
を
、
上
部
の
つ
な
ぎ
梁

g
-
U円
宮
間
B
と
、
下
部
の
鉄

図4

筋

5
g司
で
支
え
る
軽
快

な
構
造
形
式
で
あ
る
。
母
屋

を
は
じ
め
各
部
材
は
、
幅
の

狭
く
丈
の
高
い
、
い
わ
ば
厚

板
に
近
い
断
面
を
有
す
る
(
口
・
白

-
g
w
S
図
4
)
。
重
厚
な
梁
、
束
を
組

み
あ
げ
る
伝
統
的
な
和
小
屋
を
見
な
れ
た
自
に
は
、
む
し
ろ
不
安
を
お
ぼ

え
る
ほ
ど
の
軽
快
さ
で
あ
る
。
開
拓
使
の
建
築
技
術
者
に
と
っ
て
も
そ
う

で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
不
安
感
は
、
こ
の
新
構
造
の
母
国
で
も
同
様
で
あ
っ

た
。
∞
己
目
。
。
ロ
目
同
門
白
目
。
構
造
と
い
う
名
は
、
風
船
の
よ
う
に
軽
く
、
す
ぐ

に
壊
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
蔑
称
に
由
来
し
て
い
る
。

HU--DOロ
今
ω百
四
構
造
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
ま
た
ふ
れ
た
い
と
思
う

が
、
要
約
す
れ
ば
、
厚
板
様
断
面
材
、
あ
る
い
は
半
割
柱
、
を
釘
打
で
組
み

た
て
る
簡
易
な
木
構
造
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
壁
の
軸
組
構
造
に
端
的
に

あ
ら
わ
れ
る
。
軸
組
に
「
柱
」
を
使
わ
な
い
の
で
あ
る
。
ホ
イ
l
ラ
l
の

指
示
は
、
当
然
そ
こ
ま
で
含
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
は
た
し
て
実
施

さ
れ
た
か
ど
う
か
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
状
で
は
「
柱
」
が
使

わ
れ
て
い
る
。
一
九
六
七
年
(
昭
和
四
二
)
の
修
理
工
事
に
際
し
て
こ
の

点
が
問
題
と
な
っ
た
。
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
筆
者
は
、
現
状
の

柱
は
後
の
挿
入
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
創
建
時
に
は
、
壁
軸
組
も

半
割
柱
で
組
み
た
て
る

HU--og'昨
B
巾
構
法
に
よ
っ
た
と
考
え
る
の
で

(
8
)
 

あ
る
。次tこ

=ヨホ
~.イ

o 
00 フ

o¥  

日「属
r の
5 中
間で
口、

〉

3 
g 
口

出
国

r 
o 
ロ

-.J 

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ど
う
い
う
点
、
が
「
ア

メ
リ
カ
風
」
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
、
が
、
例
え
ば
北
講
堂
の
よ
う



札幌農学校の建築

に
、
ベ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
飾
っ
た
鐙
戸
付
両
開
き
窓
に
対
し
て
、
装
飾
を
排

し
た
簡
素
な
上
下
げ
窓
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
こ
と
は
開
拓
使
(
札
幌
本
庁
〉
の
洋
風
建
築
が
、
農
学
校
の
諸
建
築
を

ほ
ぼ
境
に
し
て
、
後
期
に
は
、
上
下
げ
窓
一
辺
倒
に
変
る
こ
と
と
か
か
わ

っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
開
拓
使
後
期
の
建
築
と
い
え
ば
、
豊
平
館

(
一
八
八

O
年
)
が
代
表
作
で
あ
る
。
建
物
の
格
式
の
高
さ
や
、
玄
関
ポ

ー
チ
の
古
典
主
義
的
意
置
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
体
の
開
口
部
は
意
外
な
ほ

ど
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
。
演
武
場
の
建
築
は
後
期
の
洋
風
建
築
の
平
明
簡

潔
な
意
匠
に
、
連
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

演
武
場
の
軽
快
な
意
置
は
、
外
観
四
面
に
大
き
く
あ
ら
わ
さ
れ
た
切
妻

面
に
最
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
匠
は
平
面
を
十
字
形
に
整
え

た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
十
字
形
平
面
が
、
単
に
室
配
置
か
ら
決
め
ら
れ

た
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
の
象
徴
的

形
式
で
あ
る
ラ
テ
γ
十
字
形
平
面
に
ま
で
遡
行
す
る
の
も
考
え
過
ぎ
で
あ

ろ
う
。
十
字
形
プ
ラ
ン
の
住
宅
は
ア
メ
リ
カ
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
し
、

外
観
に
大
き
く
一
一
一
角
の
切
妻
面
を
あ
ら
わ
す
意
匠
も
、
特
に
ニ
ュ

i
・
イ

ハ
9
)

ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
伝
統
的
形
式
で
あ
っ
た
。
寄
棟
屋
根
の
軒
四
周
に
蛇
腹

を
廻
ら
す
、
古
典
的
、
重
厚
な
意
匠
に
対
し
て
、
切
妻
屋
根
の
変
化
と
軽

妙
さ
が
好
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
新
し
い
構
造
形
式
と
と
も
に
、
い
か
に
も

ア
メ
リ
カ
的
な
意
庄
が
演
武
場
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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6 

観

ぷa、
日

象

一
八
七
九
年
(
明
治
一
二
)
、
農
学
校
キ
ャ
γ
パ
ス
内
、
北
講
堂
前
面

に
、
小
さ
な
観
象
台
H
H
天
文
台
が
設
け
ら
れ
た
。
『
札
幌
農
費
第
三
年
報
』

(
一
八
七
九
年
三
月
)
に
、
「
簡
単
ノ
観
象
上
及
緯
度
経
度
時
辰
等
測
定
報

告
ノ
為
メ
」
と
あ
る
が
、
「
観
象
」
は
が
円
円

0
5邑
g
-
o
r
8
2邑
。
口
代
の

翻
訳
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
一
八
七
六
年
、
教
師
館
(
旧
開
拓
使
本

陣
。
現
南
一
条
東
一
丁
目
〉
屋
上
に
、
観
象
場

(
5
2
2
8
}
Oぬ
目
白
色
虫
色
5
る

が
設
け
ら
れ
、
気
象
観
測
が
始
め
ら
れ
て
い
た
。
ク
ラ
l
ク
博
士
帰
国
の

記
念
写
真
(
口
・
白
・
ω∞
)
に
見
え
る
塔
屋
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

観
象
台
の
創
建
年
は
「
引
継
書
・
建
築
一
覧
表
」
に
「
明
治
十
三
年
八
月
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
『
第
三
年
報
』
に
「
巳
ニ
着
手
セ
リ
」
『
第
四
年
報
』

(
一
八
八

O
年
三
月
)
に
「
全
ク
竣
工
セ
リ
」
と
あ
る
か
ら
、
『
開
拓
使

事
業
報
告
・
家
屋
表
』
の
「
明
治
十
二
年
五
月
竣
功
」
と
考
え
て
お
き

た
い
。建
物
は
「
直
径
十
二
英
尺
八
角
ニ
シ
テ
屋
背
ハ
半
球
形
ヲ
ナ
シ
其
回
転

ヲ
自
由
ナ
ラ
シ
メ
」
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
姿
は
一
八
八
九
年
頃
の
写

真
(
ロ
・
白

-a)
に
よ
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
観
象
台
南
方
、

寄
宿
舎
前

(
現
演
武
場
西
南
角
に
あ
た
る
と
い
う
)
に
石
造
の
子
午
線
標
が
設
け
ら

れ
て
い
た
。
観
象
台
は
明
治
二
十
年
代
で
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
ず
、
三
十

(m〉

年
こ
ろ
に
は
姿
を
消
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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新

北

講

堂

7 

北大百年の諸問題

(
U
)
 

一
八
八
人
年
(
明
治
一
一
一
)
五
月
、
北
講
堂
が
焼
失
し
、
翌
一
入
入
九

年
、
同
じ
位
置
に
新
し
い
講
堂
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
建
築
に
つ
い
て

は
、
二
、
三
の
写
真
(
ロ
・
田

-gwaw由
由
〉
を
除
い
て
、
詳
細
な
記
録
は
残

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
旧
講
堂
よ
り
規
模
は
大
き
く
、
一
九

O
O

年
ご
ろ
に
は
、
階
上
は
「
土
木
工
学
科
教
室
、
製
図
室
」
、
階
下
は
「
動

物
学
実
験
室
、
物
理
学
器
械
室
、
農
業
経
済
学
演
習
室
、
予
修
科
教
室
、

(ロ)

森
林
科
教
室
及
び
教
官
室
」
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。

左
右
の
翼
部
を
や
や
突
出
し
た
H
形
平
面
は
、
豊
平
館
の
姿
に
似
て
い

る
。
た
だ
し
翼
部
正
面
は
古
典
主
義
的
な
ベ
デ
ィ
メ
ン
ト
と
せ
ず
、
演
武

場
と
同
じ
筒
素
な
十
字
飾
付
き
の
切
妻
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
軒
に
は
犬

歯
状
飾
を
め
ぐ
ら
す
が
、
こ
れ
も
演
武
場
の
意
匠
に
あ
わ
せ
た
の
で
あ
ろ

う
。
中
央
玄
関
は
切
妻
吹
放
の
や
は
り
簡
素
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

も
華
や
か
な
軒
飾
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
風
の
軒
飾
は
、
初

期
洋
風
建
築
に
広
く
用
い
ら
れ
、
開
拓
使
初
期
の
建
築
で
も
時
に
試
み
ら

れ
た
が
、
後
期
以
降
稀
れ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

新
北
講
堂
は
、
農
学
校
移
転
(
一
九

O
三
年
)
後
、
辺
見
病
院
、
創
成

病
院
に
転
用
さ
れ
、
一
九
五
五
年
(
昭
和
三

O
)
ご
ろ
ま
で
遺
存
し
て
い

ハ日〉

た
よ
う
で
あ
る
。

8 

温

室

一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
〉
ご
月
、
キ
ャ
ン
パ
ス
北
隣
、
北
三
条
西
一

丁
目
の
開
拓
使
勧
業
課
属
地
三
六

O
O坪
が
農
学
校
に
移
管
さ
れ
、
本
草

園
H
H
附
属
植
物
園
と
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
一
八
七
六
年
、
「
図
。
各
自
常

設
計
の
温
室
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
四
九
坪
一

O
の
木
造
温
室
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
一
八
入
六
年
(
明
治
一
九
〉
、
現
在
の
植
物
園
に
移
築
さ
れ
た
。

移
築
後
一
八
九
七
年
(
明
治
三

O
〉
ご
ろ
の
姿
を
旧
写
真
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

9 

官

&: 
I=l 

前
記
北
三
条
西
一
丁
目
本
草
園
お
よ
び
北
三
条
西
二
丁
目
旧
開
拓
使
勧

業
課
都
宮
園
に
、
一
八
八
四
年
ハ
明
治
一
七
〉
、
外
人
教
師
官
会
三
棟
が

建
て
ら
れ
た
。

農
学
校
開
校
時
に
は
、
開
拓
使
旧
本
陣
を
教
師
宿
舎
に
転
用
し
て
い
た

が
、
こ
れ
は
一
八
七
九
年
(
明
治
一
二
)
に
焼
失
し
て
お
り
、
そ
の
後
は

北
一
条
西
四
丁
目
の
開
拓
使
官
舎
(
小
樽
通
官
舎
)
四
棟
が
そ
の
用
に
あ

て
ら
れ
て
い
た
。
一
八
八
四
年
、
う
ち
巧
・
甲

g
E教
授
宅
焼
失
を
機
に
、

農
学
校
外
人
教
師
専
用
の
官
舎
と
し
て
新
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

木
造
二
階
建
て
、
建
築
面
積
四
九
坪
余
の
住
宅
で
あ
っ
た
。
二
階
は
小

屋
裏
を
利
用
す
る
も
の
で
、
第
二
次
大
戦
後
普
及
し
た
中
二
階
住
宅
タ
イ



プ
の
早
い
例
と
し
て
注
目
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
三
棟
は
、

(
明
治
四

O
〉
、
そ
れ
ぞ
れ
附
属
植
物
園
西
端
、
北
八
条
西
五
丁
目
ハ
さ

ら
に
北
十
一
条
西
三
丁
目
)
、
お
よ
び
北
大
南
門
西
脇
に
移
築
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
最
近
ま
で
遺
存
し
て
い
た
が
南
門
西
脇
の
一
棟
を
除
い
て
取
り

(
日
)

こ
わ
さ
れ
た
。
詳
細
は
遺
構
の
実
測
調
査
報
告
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
九

O
七
年

10 

博

物

場

札幌農学校の建築

一
八
八
四
年
(
明
治
一
七
)
七
月
、
北
海
道
事
業
管
理
局
札
幌
農
業
事

務
所
所
管
の
札
幌
博
物
場
が
、
そ
の
属
地
一
万
三
人

O
O坪
余
と
と
も

に
1

札
幌
農
学
校
へ
移
管
さ
れ
た
。
現
在
の
植
物
園
内
、
農
学
部
附
属
博

物
館
で
あ
る
(
口
弘

-H2・
5
3
0

博
物
場
は
、
一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)
開
拓
使
に
よ
っ
て
、
北
七

条
西
七
丁
目
借
楽
園
内
に
設
け
ら
れ
た
仮
博
物
場
に
始
ま
る
。
程
な
く
、

一
八
八

O
年
に
は
、
現
植
物
園
地
、
旧
牧
羊
場
に
木
建
築
が
計
画
さ
れ

た
。
翌
一
八
八
一
年
秋
着
工
、
一
八
八
二
年
六
月
竣
工
し
て
い
る
。

(
げ
)

「
札
幌
博
物
場
札
幌
牧
羊
場
札
幌
育
種
場
引
継
書
類
」
に
よ
れ
ば
、
建

坪
七
九
坪
四
三
八
、
代
価
三
八
三
八
円
一
一
一
一
で
あ
っ
た
。
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建
築
遺
構
は
創
建
時
の
姿
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。
建
物

は
木
造
二
階
建
て
で
あ
る
が
、
中
央
梁
間
三
・
五
聞
の
二
階
建
て
本
屋
の

左
右
に
、
一
階
下
屋
を
付
加
し
た
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
。
一
階
後
部
を

左
右
に
突
出
し
て
T
型
平
面
と
し
て
い
る
の
と
あ
わ
せ
、
典
型
的
な
教
会

堂
バ
シ
リ
カ
の
形
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。
左
右
の
下
屋
正
面
を
、
三
角
の
切

妻
面
に
つ
く
り
出
し
、
大
小
の
切
妻
を
三
つ
並
べ
た
姿
に
見
せ
て
い
る
。

玄
関
ポ
l
チ
も
正
面
に
葺
下
ろ
し
た
屋
根
に
、
切
妻
の
小
屋
根
を
の
せ
て

い
る
。
正
面
中
央
の
切
妻
三
角
面
は
縦
羽
目
板
張
と
し
、
化
粧
の
斜
材
を

付
け
て
い
る
。
二
階
側
面
に
も
付
柱
が
飾
ら
れ
て
い
て
、
ハ
ー
フ
・
テ
ィ

ン
パ

I
風
の
意
匠
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
窓
は
上
下
げ
形
式

で
あ
る
が
、
正
面
二
階
に
三
連
窓
、
左
右
下
階
に
二
連
窓
を
あ
け
、
細
か

な
装
飾
を
つ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
全
体
に
や
や
華
や
い
だ
印
象
の
作
風
は
、
そ
れ
ま
で
の
開

拓
使
洋
風
建
築
と
は
か
な
り
隔
っ
て
い
る
。
建
物
の
竣
工
す
る
前
、
一
八

八
二
年
二
月
に
開
拓
使
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
博
物
場
は
開
拓
使
の

手
に
な
る
最
後
の
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
理
由
は
定
か

で
な
い
が
、
こ
の
建
築
の
設
計
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
建
築
家
ベ

I
ト
マ

γ
に

依
頼
さ
れ
た
。
一
八
八

O
年
末
ま
で
に
で
き
て
い
た
は
ず
の
原
設
計
図
は

紛
失
し
て
い
て
確
認
で
き
な
い
が
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
か
な
り
手
が
加

え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
一
風
変
わ
q

た

ハ
叩
岬
〉

意
匠
は
、
原
設
計
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

11 

農
校
園
の
建
築

初
期
農
学
校
の
最
後
に
、
農
校
(
費
)
園
、
つ
ま
り
附
属
農
場
の
建
築
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に
つ

h
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
農
校
園
は
、
一
昨
八
七
六
年
〈
明
治
九
)
、
札

幌
農
学
校
開
校
式
の
翌
九
月
九
開
拓
使
勧
業
課
属
地
三

O
万
四
五

O
O坪

を
移
管
し
た
の
に
始
ま
る
。
校
関
面
積
は
、
一
八
八
二
年
開
拓
使
廃
止
時

ま
で
に
、
一
四
六
万
五

O
O
O坪
余
に
増
加
し
て
い
た
。
場
所
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
、
現
在
の
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
地
で
あ
る
。

一
八
八
二
年
ま
で
に
設
け
ら
れ
た
建
築
施
設
の
一
覧
表
と
配
置
略
図
を

あ
げ
て
お
い
た
(
表
2
、
図
5
)
。
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
対
応
さ
せ
て

い
え
ば
、
派
出
所
(
校
園
事
務
所
)
が
大
学
本
部
建
物
の
西
隣
、
家
畜
房

が
百
年
記
念
会
館
北
側
に
あ
た
る
。

開
園
後
最
初
に
建
て
ら
れ
た
の
が
、
模
範
家
畜
房
(
豆

a
o
-
E
E
図

6
)
と
穀
物
庫
(
の
D
吉
田
島
ロ
図
7
)
で
あ
る
。
家
畜
房
の
竣
工
は
、

一
覧
表
に
一
八
七
七
年
一
月
と
あ
る
が
、
『
第
二
年
報
・
校
圏
報
文
』
(
一

八
七
八
・
二
)
に
「
模
範
家
畜
房
ハ
恰
モ
我
乾
草
及
飼
草
ノ
大
収
穫
ヲ
納

ル
、
ノ
時
ニ
落
成
シ
早
秋
弦
ニ
牛
馬
ヲ
移
シ
」
と
あ
っ
て
、
一
八
七
七
年

(
m
m
)
 

初
秋
と
考
え
ら
れ
る
。

『
第
一
年
報
』
冒
頭
報
文

(
W
-
s
・
ク
ラ
l
ク
)
は
、
特
に
「
規
範

北大百年の諸問題

家
畜
房
」
の
項
を
設
け
、
口
絵
(
ロ
・
白
・
ω由
〉
、
平
面
図
な
ど
を
添
え
て
、

詳
細
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。

た
。
以
下
、
報
文
を
引
き
な
が
ら
建
物
の
概
要
を
見
て
い
こ
う
。

ご
般
ノ
模
範
ト
モ
為
ル
」
た
め
で
あ
っ

建
物
の
「
桁
行
ハ
一
百
英
尺
其
、
梁
間
ハ
五
十
英
尺
地
上
ヨ
リ
管

(
E〈
g)

ニ
至
ル
柱
ノ
高
ハ
二
十
五
英
尺
-
一
シ
テ
四
側
皆
椴
(
田
宮
去
る
ノ
堅
蔀
板

調建物国

1
1
1
!

校学表2

月

*家
畜建糖

1 棟 138.88 4，813.988 1877年年百1 月
*同 68.28 2，325.395 1879~6 月

製派 l1 棟棟
32.5 1，233.137 1879~10月

出 31. 1，270.853 

まLi
6. 41. 028 

1882年年年年12月

111 棟棟棟
100. 1，505.837 1875 
33.3 709.653 1877~10 月月
50. 624.985 1879~ 9 

同

華量吹吹重喜 11 カ棟所棟所
504.96 1880年7月

同 33.25 181. 835 
1879 年同同7 月同 1カ 273.45 

同 1 21. 114.844 

大周工建車細工場増場
1 棟 24. 72. 

1田鎚88m8210 年年年年11月6. 50.55 1881~11 月月月
11 棟棟

4. 37.84 1880~11 
鍛薫冶肉 工造所 4. 37.17 1882~2 

年成
価

(円〉
原建坪

〔坪〉数棟類種

農学校引継書

11 棟
2カ所

備考 「十五年札幌農学校引継書管理局」より作成。 v内は「明治十六年

類」による。*印は現存建築

計総



図5 農校園建物配置略図
「農学校引継書」付図をもとに作製した
が，おおよその位置を示すにすぎない。
参考のため， ，現本部，図書館，西5丁目
通街区を描きこんだ。
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札幌農学校の建築

ヲ
張
リ
詰
メ
幅
二
英
寸
ノ
目
板
ヲ
打
チ
屋
根
ハ
鋸
了
柾
(
凹
匂
2
8
m
r
E
E

問
-g〉
ヲ
以
テ
之
ヲ
葺
」
い
た
。
芙
尺
は
日
本
尺
に
代
え
て
実
施
さ
れ
た

と
想
像
さ
れ
る
が
、
建
築
面
積
は
一
覧
表
の
二
一
一
八
坪
八
八
に
合
致
す

る。
地
階
に
は
「
糞
筈
」
お
よ
び
「
大
根
類
ヲ
入
レ
置
グ
ノ
答
」
が
と
ら
れ
、

西
妻
側
に
、
西
下
り
の
地
形
を
利
用
し
て
「
家
猪
ヲ
入
ル
ヘ
キ
内
庭
」
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。

一
階
「
牲
口
床
」

(
ω
g
n
r
E
D
D『
)

は
「
牛
馬
圏

及
ヒ
箱
圏
ニ
用
ヒ
牲
口
ハ
総
テ
容
易
ニ
(
南
側
の
)
内
庭
-
一
出
入
ス
ル
」

よ
う
に
さ
れ
て
い
た
。
内
庭
の
東
側
に
は
、
四

O
x
三
O
英
尺
「
開
放
シ

6ララ

ノ
:
:
:
搬
車
等
ヲ
係
置
ス
ル
」
小
屋
が
建
て
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

た
。
こ
の
小
屋
は
一
覧
表
に
な
い
が
、
旧
写
真
(
口
・
回
・

5
3
に
見
え
る

吹
放
し
の
附
属
小
屋
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
家
畜
房
北
側
西
端
に
、
六

O

×
三

O
芙
尺
、
二
階
建
の
「
傍
屋
」
を
設
け
「
牡
牛
、
仔
牛
、
羊
及
ヒ
伝

種
若
シ
ク
ハ
肥
養
家
家
」
を
入
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
八
七

九
年
(
明
治
三
己
「
家
畜
一
房
一
建
増
」
と
し
て
建
築
さ
れ
た
。

さ
て
、
家
畜
房
二
階
は
「
稼
床
」
(
出
毛
足
。
。
。
、
つ
ま
り
干
草
収

納
の
空
間
で
、
中
央
に
「
馬
車
道
」
を
通
し
、
両
側
に
「
株
置
場
」
を
配

し
た
。
干
草
は
床
の
揚
戸
か
ら
下
階
へ
落
す
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

両
妻
函
に
は
傾
斜
路
が
つ
く
ら
れ
、
直
接
二
階
の
「
馬
車
道
」
へ
通
ず
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
傾
斜
路
は
、
東
側
は
土
手
を
築
き
、
西
側
は
木
橋

と
さ
れ
た
。
西
妻
面
の
豚
用
内
庭
を
ま
た
ぐ
た
め
で
あ
ろ
う
。〈
初
)

家
畜
一
房
と
ほ
ぼ
同
時
に
ー
そ
の
北
隣
に
穀
物
庫
が
竣
工
し
た
。
『
第
二

年
報
・
校
園
報
文
』
に
「
玉
萄
黍
貯
蔵
場
」
と
し
て
説
明
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
「
其
家
作
ハ
米
国
風
-
一
之
ヲ
築
造
シ
柱
ノ
長
ケ
ハ
十
五
英
尺
ニ
シ

テ
幅
四
十
英
尺
長
サ
三
十
芙
尺
」
の
建
物
で
あ
っ
た
。
建
物
全
体
を
コ

(幻
U

尺
四
方
ニ
シ
テ
長
一
ケ
七
英
尺
ノ
十
六
本
ノ
石
柱
」
の
上
に
据
え
て
、
鼠
、

野
兎
の
害
を
防
ぐ
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

家
畜
房
の
基
本
設
計
は
、

w
・
ホ
イ
i
ラ
ー
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
。

穀
物
庫
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
『
第
一
L

年
報
』
に
、
次
の

よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

家
畜
一
房
ノ
図
ハ
:
:
:
巧
B
巧

ra弓
之
ヲ
製
シ
其
計
画
及
ピ
仕

〔
マ
マ
〕

様
室
田
モ
亦
タ
問
氏
之
ヲ
縮
メ
(
『
巳

5
2
r
E〉
且
ツ
米
国
風
ノ
屋
架
ノ

切
組
建
絵
図
?
と
凹
O
B
R
W

仏
門
曲
三
口
問
。
ご
r
エロ
5
1ロ〉一
Z
a
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O ? 18尺

図6 模範家畜房断面図

小屋組の破線で示した部分は移築時の補強挿入材を示す。

O 9 1戸尺

図7 穀物庫断面図



札幌農学校の建築

ュg
ロ
丘
三
O

〉
モ
亦
タ
同
氏
ノ
手
-
一
成
リ
:
:
:
実
業
図
ハ
本
使
J

木

工
長
安
達
氏
巧
ミ
ニ
之
ヲ
製
シ
且
ツ
同
氏
ハ
其
工
業
ノ
仕
法
ヲ
質
問

シ
又
タ
其
施
業
ヲ
監
督
ス
ル
ニ
最
モ
執
着
ノ
様
子
ナ
リ
キ

開
拓
使
の
主
席
建
築
技
術
者
、
安
達
喜
幸
(
一
入
二
七

1
八
四
年
)
が
、

新
来
の
「
米
国
風
ノ
屋
架
」
の
構
造
法
を
、
熱
心
に
習
得
し
よ
う
と
努
め

る
様
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
構
造
は
、
先
に
ふ
れ
た
回
包

]DEEr回目。

で
あ
っ
た
。
家
畜
一
房
遺
構
の
小
屋
組
は
、
移
築
に
際
し
て
補
強
改
造
さ
れ

た
が
、
な
お
、
合
掌
材
の
、
著
し
く
丈
が
高
く
幅
の
狭
い
断
面
(
実
測
で

約
二
五
×
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
に
、
こ
の
軽
木
構
造
の
特
色
は
よ
く
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
二
階
出
ミ
ヨ
0
2
の
、
広
大
な
空
間
の
印
象
は
、
こ

の
軽
構
造
に
よ
っ
て
一
層
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

6ぅ7

回目】

HOSEE百
四
構
造
の
特
色
は
、
穀
物
庫
に
も
っ
と
は
っ
き
り
と
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
厚
板
様
の
根
太
を
組
ん
だ
二
階
床
ゃ
、
上
階
の
カ
ラ
1
・

ビ
l
ム
で
合
掌
を
支
持
す
る
小
屋
組
は
、
こ
の
構
法
の
典
型
的
な
も
の
で

あ
る
。
十
九
世
紀
中
葉
に
多
く
出
版
さ
れ
た
開
拓
者
の
た
め
の
建
築
手
引

書
に
、
切
田
口
o
o
p同
g
g巾の山田
0
5
2江口

L
g
iロ
聞
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

(m) 
が
、
こ
れ
は
穀
物
庫
の
構
造
に
酷
似
し
て
い
る
。

こ
の
近
代
的
な
軽
木
構
造
が
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
根
を
下
ろ
す
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
近
年
あ
ら
た
に
移
植
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
ツ
l

・パ

ィ
‘
フ
ォ

1
構
法
」
の
先
駆
例
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
農

学
校
以
降
の
開
拓
使
系
洋
風
建
築
に
、
こ
の
構
法
の
実
用
主
義
的
な
性
格

が
、
強
く
作
用
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
。

農
校
園
の
諸
建
築
の
う
ち
、
模
範
家
畜
房
、
穀
物
庫
お
よ
び
家
畜
一
房
建

増
(
切
り
は
な
さ
れ
て
種
牛
舎
〉
の
三
棟
は
、
一
九

O
九
(
明
治
四

一一〉

1
一
九
一

O
年
、
第
二
農
場
に
移
築
さ
れ
て
現
存
し
て
い
る
。
ま
た

派
出
所
の
建
物
(
口
・
白
・
ロ
ω)
は
旧
位
置
の
ま
ま
残
さ
れ
て
、
昭
和
三
十

年
代
に
は
大
学
本
部
庁
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
今
は
な
い
。

後
期
札
幌
農
学
校
の
建
築

一
八
九
八
年
(
明
治
三
一
)
十
月
、
札
幌
農
学
校
商
議
委
員
会
は
、
校

舎
移
転
を
議
決
し
た
。
校
舎
新
営
の
予
算
は
、
同
年
十
二
月
、
衆
議
院
を

通
過
し
た
。

一
八
七
五
年
(
明
治
八
)
札
幌
学
校
開
校
以
来
の
旧
キ
ャ
ン
パ
ス
は
狭

く
、
市
街
の
成
熟
に
と
も
な
っ
て
、
位
置
も
適
わ
し
い
も
の
で
は
な
く
な

っ
て
い
た
。
校
舎
も
よ
う
や
く
老
朽
を
加
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
新
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
附
属
農
場
の
一
画
が
選
ば
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
現
在
の

本
学
農
学
部
位
置
に
あ
た
る
。

翌
一
八
九
九
年
六
月
十
三
日
、
起
工
式
が
行
わ
れ
、
十
六
日
か
ら
工
事

が
開
始
さ
れ
た
。
予
算
は
二
五
万
人

0
0
0円
、
五
カ
年
継
続
事
業
の
計

画
ど
お
り
一
九

O
三
年
七
月
三
十
日
、
ほ
ぼ
工
事
を
了
え
て
移
転
し
た
。

こ
の
間
、
新
営
さ
れ
た
校
舎
、
寄
宿
舎
な
ど
に
つ
い
て
は
農
学
校
簿
書

(
幻
)

「
営
造
物
領
収
証
回
送
ノ
件
」
(
一
九

O
五
年
八
月
二
日
)
中
に
、
総
リ
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ス
ト
が
あ
る
の
で
、
こ
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
表
3
に
示
し
て
お
く
。
新

築
建
物
三
人
棟
(
渡
廊
下
、
門
、
橋
な
ど
を
除
く
)
、
ほ
か
に
旧
建
物
の

増
改
築
、
媛
房
機
械
な
ど
を
含
め
て
、
総
額
二
五
万
七
九

O
九
円
余
の
工

事
で
あ
っ
た
。
五
カ
年
に
わ
た
る
工
事
の
進
行
状
況
は
、
お
お
む
ね
次
の

と
お
り
で
る
る
。

北大百年の諸問題

第
二
年
度
(
一
九

O
O年
八
月

1
一
九

O
一
年
六
月
〉
農
学
教
室

第
三
年
度
(
一
九

O
一
年
五
月

1
十
二
月
〉
動
植
物
学
教
室
、
農
業

経
済
学
及
森
林
学
(
農
政
学
)
教
室
、
昆
虫
学
及
養
蚕
学
教
室

第
四
年
度
(
一
九

O
二
年
七
月

1
十
二
月
)
理
化
学
及
地
質
学
教
室

(
農
芸
化
学
教
会
号
、
図
書
館

第
五
年
度
(
一
九

O
三
年
六
月
i
十
二
月
〉

お
よ
び
媛
房
機
械
、
雨
天
体
操
場

設
計
者
中
候
精
一
郎

寄
宿
舎
、
媛
房
機
関
室

1 

」
れ
ら
後
期
農
学
校
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
群
は
、
文
部
技
師
、
中
傑
精

一
郎
(
一
八
六
八

1
一
九
三
六
年
)
の
手
に
よ
っ
て
計
画
、
設
計
さ
れ

た
。
中
傑
精
一
郎
は
、
作
家
中
条
(
宮
本
)
百
合
子
の
父
と
し
て
一
般
に

知
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
主
導
的

建
築
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

中
僚
は
、

一
八
六
八
年
、
山
形
県
米
沢
に
生
ま
れ
た
。

一
八
九
八
年
、

東
/'?-
帝
国
大
Aーら
寸一

工
科
大
ρ担ら
寸ー

建
築
ρu与
す」

科
を
卒
業

文
部
省
の
嘱
託
と
な
・っ
た

が
、
翌
一
入
九
九
年
、
文
部
技
師
・
札
幌
農
学
校
内
文
部
省
建
築
掛
出
張

所
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
札
幌
に
は
一
九

O
二
年
ま
で
滞
在
、
農
学
校
新
校

舎
の
設
計
、
監
理
に
従
事
し
た
。
こ
の
間
、
土
木
工
学
科
建
築
学
講
師
を

兼
任
し
て
い
る
。
一
九

O
二
年
帰
京
、
文
部
省
総
務
局
建
築
課
設
計
掛
長

に
な
り
、
一
九

O
三
、
四
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
留
学
し
た
が
、
帰
国
後

の
一
九

O
八
年
、
官
を
辞
し
て
、
東
京
丸
の
内
に
曽
禰
中
w
棟
建
築
事
務
所

を
ひ
ら
い
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
曲
目
禰
達
蔵
(
一
八
五
二

1
一
九
三
七
年
)

は
、
工
部
大
学
校
造
家
学
科
一
期
生
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
中
僚
の
大
先
輩

に
る
た
る
。
な
お
、
中
僚
は
、
旧
め
か
し
い
「
造
家
学
科
」
の
名
称
が
、

「
建
築
学
科
」
に
改
め
ら
れ
た
第
一
回
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。

曽
禰
中
僚
建
築
事
務
所
は
、
当
時
、
我
が
国
最
大
の
建
築
事
務
所
で
あ

っ
て
、
そ
の
作
口
聞
は
慶
応
義
塾
図
書
館
(
一
九
二
一
年
、
重
要
文
化
財
)
、

日
本
郵
船
ピ
ル
(
一
九
二
三
年
)
な
ど
、
極
め
て
多
数
に
の
ぼ
る
。
北
海

道
と
の
縁
も
深
く
、
関
道
五
十
年
博
覧
会
の
建
築
(
一
九
一
八
年
)
、
札

幌
独
立
教
会
(
一
九
二
二
年
)
、
小
樽
三
井
銀
行
(
一
九
二
七
年
)
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
中
僚
は
、
一
九
一
四
年
(
大
正
一
ニ
)
の
建
築
士
会
創
設
に
尽

一
九
一
二
年
に
は
白
か
ら
建
築
士
会
会
長
に
就
い
て
い
る
。
た
だ
、

力、事
務
所
内
で
の
中
僚
は
、
も
つ
ば
ら
そ
の
経
営
に
意
を
注
い
だ
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
白
か
ら
手
を
染
め
た
建
築
作
品
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と

想
像
さ
れ
て
い
る
。
農
学
校
の
新
校
舎
群
は
、
お
そ
ら
く
数
少
な
い
中
傑
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表3 後期札幌農学校主要建物一覧表

名 称 構 造(&面影建瓦引空産|駐月日
困園

寸員"・ 教 ~ 木造 2階建 231. 802 
35，152.753 45 1900. 8. 7 耳芸喜

c1棟〉 (457.802) 1901. 6.15 

向上渡廊下 木(造3平屋建
カ所〉 16.000 612.000 25 同

同 上 温 室
同

24.000 2，309.559 30 同(1棟〉

向上グラスハウス c1同棟〕 21.000 1，681. 747 同 同

向上付属舎 同
14.789 1，383.678 45 同c1原〕

動植物学教室* 木造 2階建 150.000 
21，866.134 45 1901. 6. 1 

煉瓦(造1棟平〉家建
(298.000) 1901. 11. 3 

向上附属
24.750 5，116.790 100 1902. 7. 5 植物謄菜室

木(造(11平カ棟所屋〉) 建
1902.12. 5 

向上渡廊下 6.750 356.660 25 同

農業経済学及 木造(平屋建 149.000 11，766.190 45 1901. 5. 1 森林学教室 1棟) 1901.12. 3 

養昆蚕虫学学教室及* c1同棟〉 122.000 9，187.930 同 同

理 化 ・品fL4 及 同 291. 776 26，135.749 同 1902. 7. 5 地質学教室 c1棟〕 1902.12. 5 
同 上 付 属 同

3.000 390.980 同 同窒素定量室 ( 1棟〉

向上渡廊下 同 1. 500 113.020 25 同c1カ所〉

図書館読書室* 木造平屋建 90.250 7，744.500 45 同1棟)

向上付属渡廊下

煉(瓦〈1造1同カ棟2所階)〕建

5.000 212.260 25 同

t 図書館書庫* 36.000 
6，344.858 100 同(72.000) 

教室媛房汽関室
煉瓦造平屋建

38.500 4，019.840 100 1903. 6.10 c1棟〕 1903.11.13 
教室媛房機械

32，770.394 1902. 3.21 
くウェブスター式〉 1903.11. 9 

瓦斯製造所 煉瓦造平屋建 26.950 3，465.070 100 1903. 9. 2 c1棟〕 1903.12.10 
瓦斯製造機械

5，026.178 1903. 6.21 
1903.12.12 

雨天体操場 木造平屋建 104.000 4，065.942 30 1903. 8.26 c1棟〉 1903.12. 9 
* 硬鉄石及煉瓦造造 明キ 15尺000 323.811 100 1904. 7. 3 正門及鉄柵

延長 14尺840 130.449 同 1904.10.10 

寄 宿 276.000 
22，008.528 40 1903. 6. 3 (2棟〉 1903.11.10 

会 監 室 木造c1平棟屋〉建 31. 750 2，157.547 同 同
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[塁11酌月日
食 主""主. 50.000 1，990.940 30 同

賄 所 軟石造〈〈〈造1腰11同螺棟棟棟平〉尾瓦〉〉建 24.000 1，995.128 100 同

木積
677.550 40 

1903. 8.26 
寄宿舎媛房汽関室 平 〉 12.000 1903.12. 9 

寄宿舎媛房グ機式械〉 9，153.350 1903. 4.30 
(ケノレチン

1904.12.28 

(博付 物 館ネ

木木造造仕(腰1平掛様棟屋)瓦〉建積
24.000 2，474.177 45 

1900. 8. 7 
監 属事務所 1900. 9.16 

24.000 1，536.564 30 
1903. 8.26 

様温 室 1903.12. 9 

物園 温室媛房機械 1903.10.22 
1，130.080 1903.12.20 、日ノ

建築費
(円〉1 (~l*面禁~ ¥ 、とtュ

ユE.構称名

| 肌909.9941

備考農学校簿書「明治三十八年度会計事務公文録会計課」の「造営物領収証回送ノ件J(1905 
年8月2日〉中， r御引渡致候農学教室及付属舎ノ建築費相違有之別記ノ通訂正」の別記表より
作製。原表はほぼ起工竣工時順に記してあり，かつ項目が多いので，施設毎に配列を変え， 主

要と思われるもののみを選んだ。所在地，備考の欄は省略した。なお， *印は現存建築。

計1λ 
日

自
身
の
作
品
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
建
築
学
科
を
卒
業
し
て

聞
も
な
い
初
心
の
創
造
で
あ
っ
た
。

2 

キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
概
要
、

新
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
骨
格
は
、
現
在
の
農
学
部
前
庭
に
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
達
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
五
年
(
昭
和
一

O
)
の
農
学
部
本
館
新
築
に

あ
た
っ
て
も
、
こ
の
前
庭
空
間
は
形
を
か
え
ず
に
保
存
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る。
札
幌
農
学
校
学
芸
会
蔵
版
『
札
幌
農
学
校
』
(
一
九

O
二
年
第
三
版
)
に

折
込
ま
れ
た
鳥
敵
透
視
図
「
札
幌
農
学
校
改
築
教
室
予
定
図
」

F
P口
⑦

ハ
お
)

は
、
中
臨
時
精
一
郎
の
自
筆
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
中
枢
部

の
計
画
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
同
図
お
よ
び
本
学
施
設
課
旧
蔵
図
を

(
m
m
)
 

も
と
に
、
配
置
計
画
を
図
8
に
示
し
て
お
く
。

正
面
奥
、
現
農
学
部
本
館
位
置
に
、
農
学
教
室
(
本
館
)
を
東
面
さ

せ
、
前
庭
左
右
に
、
動
植
物
学
教
室
・
農
芸
化
学
教
室
、
大
講
堂
・
図
書

館
、
農
業
経
済
及
農
政
学
教
室
・
昆
虫
及
養
蚕
学
教
室
を
、
そ
れ
ぞ
れ
向

か
い
あ
わ
せ
に
配
置
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
大
講
堂
だ
け
は

実
現
せ
ず
、
同
所
に
は
一
九

O
六
年
、
水
産
学
教
室
が
建
て
ら
れ
た
。
中

央
講
堂
は
一
九
一
六
年
に
な
っ
て
、
農
業
経
済
学
教
室
の
さ
ら
に
東
隣
に

建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

中
枢
部
か
ら
や
や
離
れ
て
、
現
教
育
学
部
の
あ
た
り
に
、
寄
宿
舎
が
建



札幌農学校の建築

~ 。

66， 

t--JaOM 

図s後期札幌農学校配置図
農学教室 B 農芸化学教室(理化学及地質学教室) c 動植物学教室 D 図書館
E 水産学教室(計画では大講堂 F 昆虫及養蚕学教室 G 農業経済及農政学(森林

学〉教室 H. 1.は東北帝国大学農科大学になってからの林学科教室〔古河記念講堂〕と畜

産学教室。建物A. B. Cの前面の破線は現農学部本館の位置を示す。

A 

て
ら
れ
た
。
ま
た
、

ζ

の
移
転
新
営
工
事
に
ひ
き
続
い
て
、
明
治
四
十
年

代
に
は
、
(
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
)
予
科
講
堂
(
一
九

O
八
年
)
、

畜
産
学
教
室
(
一
九

O
九
年
)
、
林
学
科
教
室
(
向
。
古
河
記
念
講
堂
〉

な
ど
が
加
わ
っ
て
い
く
。
畜
産
学
、
林
学
教
室
は
図
8
に
あ
わ
せ
て
示
し

て
お
い
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
中
枢
部
の
校
舎
群
配
置
は
、
主
副
ふ
た
つ
の
中
心
軸
に
よ

っ
て
統
一
さ
れ
て
い
る
。
正
門
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
農
学
本
館
中
央
の

時
計
塔
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
東
西
の
主
軸
と
、
こ
れ
に
直
交
す
る
南
北
の

副
軸
で
あ
る
。
副
軸
上
に
は
図
書
館
と
、
大
講
堂
の
共
用
施
設
を
対
に
配

し
、
交
差
点
に
は
四
葉
形
の
広
場
を
と
る
計
画
で
あ
っ
た
。

副
軸
を
は
さ
ん
で
、
農
芸
化
学
・
動
植
物
学
教
室
お
よ
び
昆
虫
学
・
農

業
経
済
学
教
室
の
各
対
心
ま
で
約
一
八

O
尺
、
ま
た
主
軸
を
は
さ
ん
で
両

側
各
教
室
の
翼
部
前
面
ま
で
約
九
九
尺
に
そ
ろ
え
て
い
る
。
図
書
館
、

大
講
堂
は
や
や
後
退
さ
せ
て
副
軸
の
奥
行
き
を
強
調
し
て
い
る
。
個
々
の

建
築
意
匠
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
が
、
全
体
と
し
て
簡
明
な
古
典
主
義

様
式
に
統
一
し
な
が
ら
、
細
部
の
変
化
を
求
め
て
い
る
。
東
端
の
低
平
な

昆
虫
学
・
農
業
経
済
学
教
室
対
か
ら
、
一
番
奥
の
農
学
本
館
時
計
塔
に
い

た
る
高
低
の
序
列
に
あ
わ
せ
、
翼
部
委
面
の
ベ
デ
ィ
メ
ン
ト
な
ど
古
典
的

要
素
を
次
第
に
強
調
し
て
い
く
意
匠
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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農
学
教
室
本
館

3 

北大百年の諮問題

農
学
教
室
本
館
は
、
コ
字
形
に
前
庭
を
囲
う
配
置
計
画
の
要
を
占
め
る

建
物
で
あ
る
。
現
在
の
農
学
部
本
館
位
置
に
重
な
り
、
同
じ
く
東
向
き
に

建
っ
て
い
た
(
口
・
白
-
H
N
O
)
。
一
九

O
一
年
(
明
治
コ
一
四
)
六
月
、
新
築
工

事
全
体
の
中
で
、
一
番
早
く
竣
工
し
て
い
る
。
本
館
主
屋
は
木
造
二
階
建

て
、
延
床
面
積
四
五
七
・
八
坪
(
約
一
五
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル
)
、
後
方

に
温
室
、
解
剖
室
を
付
設
し
て
い
た
。

本
館
の
屋
上
中
央
に
は
、
要
に
ふ
さ
わ
し
く
、
八
角
ド
l
ム
、
ラ
ン
タ

ー
ン
付
き
の
時
計
塔
が
た
ち
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
時
計
塔
と
中
央
翼
屋
を

中
心
に
、
左
右
の
両
翼
を
張
り
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
妻
面
に
三
角
ベ
デ
ィ

メ
ン
ト
を
つ
け
た
、
古
典
主
義
的
建
築
で
あ
る
。
軒
蛇
腹
に
は
歯
形
装
飾

骨
ロ
門
医
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
吹
放
し
の
正
面
ポ
l
チ
に
は
、
台
座
っ

き
の
タ
ス
カ
ン
・
オ
ー
ダ
ー
の
複
柱
が
立
て
ら
れ
た
。
下
階
窓
は
扇
平
な

三
角
ベ
デ
ィ
メ
ン
ト
付
き
の
二
連
窓
、
上
階
は
ベ
デ
ィ
メ
シ
ト
な
し
の
二

連
窓
で
あ
る
が
、
左
右
両
翼
の
二
階
正
面
の
み
、
大
き
な
ア
l
チ
付
き
関

口
と
し
て
い
る
。

(
幻
)

「
農
学
教
室
之
図
」
(
図
9
〉
に
よ
れ
ば
、
内
部
一
階
左
手
が
園
芸

学
、
右
手
が
畜
産
学
、
二
階
左
手
が
農
学
、
右
手
が
農
用
理
学
の
各
部
に

四
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
実
験
室
、
教
室
、
教
官
室
な
ど
を
配
し
て
い
た
。

4 

理
化
学
及
地
質
学
教
室
(
農
芸
化
学
教
室
)

農
学
教
室
本
館
か
ら
見
て
、
左
手
(
北
)
の
一
番
手
前
に
建
て
ら
れ

た
。
現
在
の
農
学
部
本
館
北
翼
部
位
置
に
あ
た
る
。
木
造
平
屋
、
二
九
五
・

入
坪
(
約
九
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル
〉
。
正
面
は
H
形
に
左
右
両
翼
を
張
り

だ
し
て
い
る
が
、
後
方
は
翼
部
が
非
対
称
に
長
く
延
び
、
左
(
西
)
翼
は

(
仙
岨
〉

折
れ
曲
っ
て
、
中
庭
を
闘
う
よ
う
な
平
面
形
に
な
っ
て
い
る
(
n
-
P
H
N
S
。

両
翼
の
正
面
妻
は
、
三
角
形
下
辺
の
水
平
蛇
腹
を
切
り
と
っ
た
『
門
会

g

司
包
宮
内
三
と
し
、
中
央
ポ
I
チ
上
も
鱗
形
の

Z
o
r
g
宮内出
5
8同
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
翼
部
正
面
の
関
口
は
、
中
央
に
ア
l
チ
を
か
け
た
三
連

窓
、
い
わ
ゆ
る

E--邑
岡
山
口
三
口
宏
君
で
あ
る
。

内
部
は
、
右
(
東
)
翼
が
物
理
学
実
験
室
、
教
室
、
教
官
室
、
中
央
が

ポ
l
チ
を
は
さ
ん
で
、
地
質
、
化
学
の
標
本
室
、
教
官
室
、
左
(
西
〉
翼

が
地
質
学
及
化
学
教
室
、
農
芸
化
学
教
室
、
定
性
及
定
量
分
析
室
、
な
ど

に
使
わ
れ
た
(
図

ω)。

5 

動
植
物
学
教
室

農
学
教
室
本
館
の
右
手
(
南
)
隣
り
、
理
化
学
教
室
と
対
を
な
し
て
、

動
植
物
学
教
室
が
配
置
さ
れ
た
。
木
造
二
階
建
て
、
延
床
面
積
二
九
八
坪

〈
約
九
九
三
平
方
メ
ー
ト
ル
)
、
左
手
後
方
に
煉
瓦
造
平
屋
の
植
物
勝
葉

室
(
口
-
P
H
N
S

が
設
け
ら
れ
た
。
や
は
り
H
形
平
面
に
左
右
両
翼
を
張
り
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だ
し
、
中
央
に
小
さ
な
ポ
l
チ
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
(
口
・
日

-H5・己申)。

両
翼
正
面
は
三
角
の

r
g
r
g
宮
岳

g
g円
と
し
、
中
央
部
で
も
軒
蛇
腹

を
切
っ
て
、
上
に
櫛
形
ベ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
飾
っ
て
い
る
。
向
い
の
理
化
学

教
室
と
対
応
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
い
え
よ
う
。
関
口
部
は
単
純
な
上
下
げ
窓

の
繰
り
返
し
で
あ
る
が
、
二
階
中
央
お
よ
び
左
右
翼
部
正
面
は
三
角
ベ
デ

ィ
メ
ン
ト
を
飾
っ
て
変
化
を
つ
け
て
い
る
。

内
部
は
左
(
東
)
手
が
植
物
学
、
右
(
西
〉
手
が
動
物
学
部
門
で
、
そ

れ
ぞ
れ
下
階
に
実
験
室
、
講
義
室
、
教
官
室
を
、
上
階
に
研
究
室
、
標
本

室
を
配
し
て
い
る
(
図
日
)
。

以
上
三
棟
の
建
物
は
、
一
九
三
五
年
(
昭
和
一

O
)
農
学
部
本
館
新
築

の
た
め
取
り
こ
わ
さ
れ
た
が
、
動
植
物
学
教
室
の
う
ち
東
半
分
は
農
学
部

付
属
植
物
園
へ
移
築
さ
れ
、
同
事
務
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

北大百年の諮問題

6 

図

書

館

キ
ャ
ン
パ
ス
の
配
置
計
画
は
、
農
学
教
室
を
中
心
と
す
る
東
西
軸
を
主

と
し
、
こ
れ
に
直
交
す
る
南
北
の
副
軸
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
が
、
こ
の
副
軸
上
の
北
側
に
は
図
書
館
、
南
側
に
大
講
堂
が
配
置
さ

れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
後
者
は
実
現
せ
ず
、
同
位
置
に
一
九

O
六
年
(
明

治
三
九
)
水
産
学
教
室
が
建
て
ら
れ
た
。
図
書
館
読
書
室
は
木
造
平
屋
九

0
・
二
五
坪
(
約
二
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル
)
、
後
方
に
煉
瓦
造
二
階
建

て
、
延
床
面
積
七
二
坪
(
約
二
三
八
平
方
メ
ー
ト
ル
)
の
書
庫
が
付
設
さ

れ
た
。
い
ず
れ
も
現
存
し
て
い
る
が
、
読
書
室
南
側
部
分
は
後
補
で
あ
る

(口・白・
H
N
H
〉。

読
書
室
は
T
形
平
面
に
ま
と
め
ら
れ
、
袖
部
に
事
務
室
、
書
庫
前
室
が

と
ら
れ
た
。
外
観
は
、
開
口
部
を
三
角
、
櫛
形
ベ
デ
ィ
メ
ン
ト
交
互
配
置

と
し
、
隅
柱
を
複
柱
と
す
る
な
ど
、
他
の
建
物
に
較
べ
て
変
化
に
富
ん
だ

デ
ザ
イ
ン
を
示
し
て
い
る
。

7 

昆
虫
学
及
養
蚕
学
教
室

図
書
館
の
東
隣
り
に
位
置
し
、
現
存
す
る
(
口
問
-
H
N
3
0

木
造
平
屋
、

一
一
一
一
一
坪
(
約
四

O
コ
一
平
方
メ
ー
ト
ル
)
の
比
較
的
簡
素
な
建
物
で
、

H

形
平
面
に
両
翼
部
を
張
り
だ
し
、
中
央
に
ポ
l
チ
を
設
け
て
い
る
。
翼
部

正
面
の
み
三
連
窓
と
し
、
小
さ
な
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
い
る
。
内
部

は
中
央
部
に
教
官
室
、
標
本
室
、
右
(
東
)
翼
に
教
室
、
試
験
室
、
左

(
西
)
翼
に
実
習
室
を
設
け
て
い
た
(
図
ロ
)
。

8 

農
業
経
済
学
及
森
林
学
(
農
政
学
)
教
室

昆
虫
学
教
室
に
正
対
し
、
北
面
し
た
建
物
で
あ
る
。
木
造
平
屋
、

四

九
坪
(
約
四
九
二
平
方
メ
ー
ト
ル
)
で
、
昆
虫
学
教
室
と
ほ
と
ん
ど
同
形
の

建
築
で
あ
る
が
、
隅
の
付
柱
を
省
略
し

一
層
簡
素
な
意
匠
に
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
内
部
は
、
右
(
西
)
翼
に
演
習
室
、
教
室
、
左
(
東
)
翼
に
普

通
教
室
、
中
央
部
に
教
官
室
と
教
官
会
議
室
、
応
接
室
が
と
ら
れ
て
い
た
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図10 札幌農学校理化学及地質学教室平面図

図11 札幌農学校動植物学教室1階平面図
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(
図
日
〉
。
こ
の
建
物
は
一
九
七
九
年
(
昭
和
五
四
)
四
月
内
部
を
焼
失

後
、
取
り
こ
わ
さ
れ
た
。

9 

全
体
の
意
匠

北大百年の諸問題

以
上
、
各
教
室
の
建
築
に
つ
い
て
眺
め
て
き
た
。
深
い
樹
影
の
中
に
配

置
さ
れ
た
建
築
群
は
、
白
漆
喰
塗
り
の
外
壁
、
瓦
葺
き
の
屋
根
に
よ
っ

て
、
十
分
な
統
一
感
を
印
象
づ
け
て
く
れ
た
。
建
築
の
意
匠
と
し
て
は
、

古
典
様
式
の
要
素
で
あ
る
妻
破
風
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
、
軒
蛇
腹
、
ペ
デ
ィ

メ
ン
ト
付
き
関
口
部
、
ピ
ラ
ス
タ
ー
な
ど
を
、
簡
略
化
し
な
が
ら
、
か
な

り
自
由
に
組
み
あ
わ
せ
て
い
る
。
中
央
時
計
塔
を
の
せ
た
農
学
本
館
は
、

最
も
格
式
が
高
く
、
均
整
を
重
ん
じ
た
古
典
的
構
成
を
示
し
て
い
る
。
次

の
理
化
学
(
農
芸
化
学
)
・
動
植
物
学
教
室
の
対
で
は

6
8
5ロ
司

O
L
g
g同

ゃ、

HV-一
位
一
目
当
日
仏
D
d
q
を
用
い
て
、
や
や
破
調
と
動
き
の
あ
る
意
匠
、

東
端
の
昆
虫
学
・
農
業
経
済
学
教
室
の
対
で
は
、
最
も
簡
素
、
平
明
な
意

匠
に
つ
く
ら
れ
た
。
逆
に
、
東
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
き
、
順
次
、

建
築
意
匠
の
高
ま
り
を
展
開
し
て
い
く
組
み
立
て
、
と
読
み
と
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。

」
れ
ら
の
中
T
m
実
現
し
な
が
っ
た
大
講
堂
の
み
は
-F
正
面
に
双
塔
を

立
て
た
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
様
式
で
構
想
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
設
計
者
の
意

図
は
必
ず
じ
も
単
純
で
は
な
い
。
大
講
堂
お
よ
び
図
書
館
の
対
に
は
、
他

と
異
な
る
意
匠
を
与
え
て
、
南
北
の
副
軸
を
き
わ
だ
た
せ
る
た
め
の
配
慮

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
群
の
建
築
が
も
文
部
省
技
師
、
中
俊
精
一
郎
の
計
画
、
設
計
に
な
る

こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
。
遺
存
す
る
設
計
図
面
を
見
る
と
、
全
体
の
鳥
撒

透
視
図
(
完
成
予
想
図
o
n
p
口
白
)
お
よ
び
農
学
教
室
の
平
面
、
立
面

図
が
、
中
僚
の
自
筆
と
推
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
ほ
か
の
建
物
の
図
面
は

筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
。
最
初
に
建
て
ら
れ
た
木
館
を
自
ら
の
手
で
設
計

し
た
あ
と
、
他
の
設
計
製
図
は
ス
タ
ッ
フ
に
ゆ
だ
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
中

僚
は
、
後
の
建
築
事
務
所
で
も
、
自
ら
設
計
す
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
建

築
家
で
あ
る
。
農
学
校
新
営
工
事
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
起
用
を
重
ん
じ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
図
面
を
引
い
た
担
当
者
の
好
み
や
、
癖
が
各

建
築
の
意
匠
に
微
妙
に
反
映
し
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
、
右
に
指

摘
し
た
よ
う
に
、
全
体
の
意
匠
的
統
一
ゃ
、
そ
の
展
開
の
筋
立
て
は
一
貫
』

し
て
い
る
か
ら
、
統
率
者
と
し
て
は
十
分
に
意
を
徹
底
さ
せ
て
い
た
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。

10 

水
産
学
教
室

一
九

O
六
年
(
明
治
三
九
)
十
二
閥
、
水
産
学
教
室
が
竣
工
し
た
。
再

一
述
べ
た
よ
う
に
、
図
書
館
の
向
い
、
大
講
堂
予
定
敷
地
が
あ
て
ら
れ

た
。
木
造
二
階
建
て
、
延
面
積
四
一
八
・
七
五
坪
(
約
二
ニ
入
こ
平
方

メ
ー
ト
ル
)
の
建
物
で
、
南
北
二
翼
を
つ
な
い
だ
平
面
形
と
し
て
い
る
。

重
厚
な
印
象
の
建
築
で
、
持
送
り
っ
き
の
軒
蛇
腹
、
妻
の
ベ
デ
ィ
メ
ン
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小
、
隅
部
の
複
柱
な
ど
、
中
総
併
設
計
の
校
舎
と
は
か
な
り
意
匠
を
異
に
し

て
い
る
(
口
・
白
・

5
G
)
。
設
計
者
は
、
文
部
技
手
津
吹
亀
太
郎
(
一
八
六

O
l

(
初
)

?
)
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

11 

予
科
教
室
、
林
学
科
教
室
、
畜
産
学
教
室

一
九

O
七
年
(
明
治
四

O
)
六
月
、
札
幌
農
学
校
時
東
北
帝
国
大
学
農

科
大
学
に
改
組
さ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
一
九

O
八
年
に
予
科
及

実
科
教
室
、
翌
一
九

O
九
年
に
林
学
科
教
室
、
畜
産
学
教
室
な
ど
が
新
営

さ
れ
た
。

北大百年の諸問題

予
科
教
室
は
、
正
門
北
わ
き
の
現
大
学
本
部
位
置
に
建
て
ら
れ
た
。
木

造
二
階
建
て
、
延
六
八
四
坪
(
約
二
二
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル
)
o
H
形
平
面

で
あ
る
が
、
左
右
両
翼
の
前
面
部
は
、
平
屋
建
て
の
階
段
教
室
と
し
て
い

た
。
内
部
は
階
段
教
室
二
を
含
め
て
、
教
室
数
一
一
、
翼
屋
背
後
一
階
に

化
学
実
験
室
、
博
物
実
習
室
、
二
階
に
製
図
室
二
を
設
け
て
い
た
。
一
九

一
九
年
(
大
正
入
)
背
後
(
北
側
〉
に
延
七
二
二
・
四
坪
(
約
二
三
八
四

平
方
メ
ー
ト
ル
)
を
増
築
し
て
い
る
。

一
九
三
六
年
(
昭
和
一
一
)
、
本
館
新
築
(
現
本
部
)
の
た
め
、
最
初

の
建
物
は
取
り
こ
わ
さ
れ
た
が
、
階
段
教
室
と
増
築
棟
は
近
年
ま
で
遺
存

し
て
い
た
。

林
学
科
教
室
は
、
木
造
二
階
建
て
、
本
館
の
建
築
面
積
一
二
七
・
五

坪
、
ー
背
後
の
標
本
倉
庫
、
実
験
室
な
ど
を
含
め
て
、
総
延
面
積
四
七
三
・

五
坪
(
・
約
一
五
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル
)
。
左
右
の
翼
屋
に
は
ベ
フ
ラ
ン
ス
風

の
マ

ν
サ
ー
ド
屋
根
、
が
か
け
ら
れ
、
中
央
ポ
I
チ
に
は
バ
ラ
ス
ト
レ
ー
ド

形
の
屋
根
を
つ
け
る
な
ど
、
一
連
の
校
舎
群
の
中
で
は
最
も
様
式
性
の
高

い
建
築
で
あ
ョ
る
。
内
部
は
翼
部
に
教
室
三
と
製
図
室
、
中
央
部
に
教
官

室
、
標
本
室
な
ど
を
設
け
て
い
た
(
図

M
Y

こ
の
建
物
は
、
古
河
記
念
講
堂
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
古
河
鉱
業

会
社
の
古
河
v

虎
之
助
の
寄
金
に
ょ
っ
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
北

海
タ
イ
ム
ス
』
一
九

O
九
年
五
月
九
日
に
、
「
古
河
家
が
十
八
万
三
千
五

百
円
を
:
:
:
投
じ
て
:
:
:
大
学
予
科
の
一
棟
は
昨
秋
之
が
竣
成
を
告
げ
・
:

:
・
本
年
度
に
於
て
は
農
芸
化
学
教
室
、
林
学
科
教
室
、
畜
産
科
教
室
及
び

農
学
科
附
属
温
室
等
に
し
て
:
:
:
」
と
あ
る
よ
う
に
、
林
学
科
教
室
ば
か

り
で
な
三
、
こ
の
時
の
全
建
築
が
そ
の
寄
金
で
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

畜
産
学
教
室
は
、
林
学
科
教
室
の
東
隣
り
に
建
て
ら
れ
た
。
木
造
平

屋
、
背
後
の
練
乳
室
、
獣
医
病
室
な
ど
を
含
め
て
一
ニ
二
三
・
五
坪
(
約
一

O
六
八
モ
方
一
メ
ー
ト
ル
)
の
建
物
で
あ
る
。
翼
屋
の
妻
面
意
匠
は
予
科
教

室
と
同
じ
で
あ
る
が
、
中
央
玄
関
上
広
櫛
形
ベ
デ
ィ
メ
γ
ト
を
飾
っ
た
、

瀬
沼
な
印
象
の
作
品
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
予
科
、
林
学
科
、
畜
産
学
な
ど
の
教
室
は
、
文
部
技
師
新
山
平

四
郎
(
一
八
六
九
?
?
)
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
。
新
山
は
茨
裁
県
生

れ
、
工
手
学
校
造
家
学
科
卒
業
の
建
築
家
で
、

一
八
九
六
年
文
部
省
に
入

り
、
態
本
、
長
崎
、
水
戸
を
経
て
、

一
九

O
三
年
中
僚
の
帰
京
後
、
札
幌
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へ
赴
任
し
た
。
一
時
東
京
へ
も
ど
っ
て
い
た
が
、
一
九

C
七
年
札
幌
出
張

所
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
こ
れ
ら
の
建
築
工
事
を
統
括
し
た
の
で
あ
る
。
一

九

O
九
年
秋
田
(
鉱
山
専
門
学
校
)
出
張
所
長
に
転
ず
る
ま
で
、
農
科
大

(ω〉

学
の
ほ
か
、
小
樽
高
商
の
建
築
も
担
当
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

〔注〕

(

1

)

一
九
六
九
年
、
旧
農
校
閣
内
の
模
範
家
畜
房
、
穀
物
庫
な
ど
が
、
一
九
七

O
年
、
演
武
場
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

ハ
2
)

道
庁
所
蔵
薄
室
聞
に
、
表
記
の
一
八
八
二
年
引
継
書
の
ほ
か
、
「
明
治
十
六

年
農
学
校
引
継
書
類
」
が
あ
る
。
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
建
築
一
覧

表
な
ど
の
記
事
の
細
部
に
相
異
が
み
ら
れ
る
。

(

3

)

『
事
業
報
告
・
家
屋
表
』
一
八
七
六
年
新
築
の
項
に
、
「
札
幌
学
校
バ
ン
焼

竃
・
八
年
十
二
月
起
工
・
三
月
竣
功
・
経
費
三
六
四
円
五
三
一
二
」
が
あ
る
。

(
4
〉
農
学
校
校
長
調
所
広
丈
宛
、

w
・
ホ
イ
l
ラ
l
書
簡
。
一
八
七
七
年
九
月

二
十
日
付
。

(

5

)

「
札
幌
農
学
校
官
有
財
産
目
録
・
明
治
二
十
四
年
一
一
一
月
三
十
一
日
調
」

〈
6
〉
『
写
真
集
北
大
百
年
』
の
写
真
幻
に
は
「
明
治
6
年
の
札
幌
:
:
:
左
方
に

は
:
:
:
創
成
学
校
(

C

)

が
み
え
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
創
成
学
校
は
化
学
講

堂
の
誤
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
写
真
は
一
八
七
七
年
秋
か
ら
一
八
七
八
年
に

か
け
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(

7

)

遠
藤
明
久
「
時
計
台
の
建
築
|
成
立
と
建
築
史
的
位
置
|
」
〈
札
幌
市
教

育
委
員
会
編
「
時
計
台
」
一
九
七
八
年
十
月
所
収
可
秋
月
俊
平
「
札
幌
農
学

校
と
時
計
台
」
(
同
)

ハ
8
)

越
野
「
時
計
台
の
復
原
修
理
」
(
同
右
所
収
〉

(

9

)

旧
国
内
ミ
号
。
3
0
問。ロ曲目、

ω己巾
Bw
云
阿
古
田
・
が

6
2
Gお
の
お
守
目
。
師
、
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と
呼
ば
れ
て
い
た
な
ど
が
好
例
で
あ
ろ
う
。
国
-
P
角。ミ目的。
P
同
叫
号
町
、
ヘ
曲
芸
?

ミ
E
N
W純
弘
、
、
と
に
な
町
宮
、
p
z
.
J円・

5
日
N
・

ハ
日
〉
「
昭
和
8
年
8
月
日
比
日
時
計
台
を
語
る
」
「
昭
和
お
年
印
月
日
日
回
顧
座
談

会
」
ハ
『
時
計
台
建
立
鈎
周
年
記
今
盆

E
一
九
六

O
年〉

(
日
〉
「
二
十
一
年
一
月
ヨ
り
八
月
マ
テ
当
直
日
誌
」
(
北
大
附
属
図
書
館
北
方

資
料
室
所
蔵
〉

(
ロ
)
『
増
補
第
三
版
札
幌
農
学
校
』
(
一
九

O
二
年
〉

(
お
)
注
(
叩
)
。

(
U
H
)

『
創
基
五
十
年
記
念
北
海
道
帝
国
大
学
沿
革
史
』
所
収

(
日
)
横
山
尊
雄
、
越
野
武
「
札
幌
農
学
校
官
舎
(
明
治
げ

-m年
の
遺
構
〉
|
l

北
海
道
大
学
付
属
植
物
園
長
官
舎
及
び
佐
々
木
要
氏
宅
等
実
測
調
査
報
告
」

(
『
北
方
文
化
研
究
』
一
二
、
一
九
六
八
年
)

(
吋
山
)
(
『
開
拓
使
事
業
報
告
・
家
屋
表
』
に
は
、
一
八
八
二
年
一
月
竣
工
、
八

O

坪
O
O
Oと
あ
る
が
、
誤
記
で
あ
る
。

(
げ
)
北
海
道
所
蔵
薄
書

(
叩
日
)
遠
藤
明
久
『
開
拓
使
営
繕
事
業
の
研
究
』
一
九
六
一
年
。
ま
た
博
物
場
の

建
築
に
つ
い
て
は
、
横
山
尊
雄
ほ
か
「
北
大
農
学
部
附
属
博
物
館
の
建
築
|
|

演
武
場
と
博
物
館
そ
の
2
」
〈
『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
六
九
、
一
九

六
一
年
〉
参
照
。

(
刊
日
)
『
事
業
報
告
・
家
屋
表
』
に
は
、
農
校
国
家
畜
房
は
見
え
な
い
が
二
八
七

七
年
の
「
渡
島
通
・
一
号
国
家
畜
房
・
一
四
二
坪
八

O
五
・
九
年
十
月
起
工
・

九
月
竣
功
・
経
費
四
、
八
一
一
一
一
円
九
八
八
」
が
相
当
し
よ
う
。
家
畜
房
の
建
築

に
つ
い
て
は
、
横
山
尊
雄
ほ
か
「
札
幌
農
学
校
お
よ
び
模
範
家
畜
房
の
建
築
に

つ
い
て
」
『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
五
七
、
一
九
五
七
年
を
参
照
。
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〈
初
)
『
事
業
報
告
・
家
屋
表
』
に
は
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。
一
八
七
七
年
新

築
の
「
小
樗
通
・
勤
業
課
内
穀
物
庫
」
が
あ
る
が
、
面
積
、
経
費
と
も
大
き
く

相
呉
し
て
い
る
。
越
野
武
「
北
大
第
二
農
場
穀
物
庫
(
明
治

ω年
〉
に
つ
い
て
」

『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
一

O
三
、
一
九
六
四
年
参
照
。

(
幻
)
石
柱
の
数
は
現
状
二
八
本
で
あ
る
。

(

M

6

4
〈

ooesEM
の
.
肘
.
可
可
。
。
丸
呈
竜
丸

hhpgHミ
同
S
5・
z.J円二

5
2・
農
学
校
旧
蔵
本
中
に
こ
の
本
は
な
い
、
が
、
同
じ
当
。
。
品
唱
同
与
の
シ
リ
ー

ズ
本
が
散
見
さ
れ
る
。

(
お
)
北
大
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵

(

M

)

中
篠
精
一
郎
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
村
松
貞
次
郎
『
日
本
近
代
建
築
史

ノ
ー
ト
』
(
世
界
書
院
、
一
九
六
五
年
)
に
よ
る
。

(
お
)
図
右
下
に
中
篠
精
一
郎
の
イ
ニ
シ
ア
ル
「
C
S
」
の
サ
イ

γ
が
あ
る
。
京

都
大
学
建
築
史
研
究
室
石
田
潤
一
郎
氏
の
教
示
に
よ
る
。

(
お
)
図
は
、
渡
辺
源
太
郎
『
北
海
道
初
期
洋
風
建
築
の
研
究
』
(
北
大
卒
業
論

文
、
一
九
五

O
年
)
中
の
「
配
置
図
・
原
図
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
瓦
斯
及

給
水
管
配
置
図
」
お
よ
び
各
教
宮
市
の
平
面
図
(
当
時
本
学
施
設
課
所
蔵
〉
に
よ

る
。
道
路
パ
タ
l
γ
は
『
札
幌
農
学
校
』
中
の
「
札
幌
農
学
校
改
築
教
室
予
定

図
」
に
な
ら
っ
た
。

(
幻
)
本
学
施
設
課
旧
蔵
。
た
だ
し
掲
裁
図
は
新
た
に
描
き
直
し
た
も
の
で
あ

る
。
以
下
向
。

北大百年の諸問題

(
お
)
円
-
同
E
H
M
M
-

の
写
真
に
は
「
農
経
・
農
政
学
講
堂
落
成
記
念
」
と
あ
る
が
、

農
芸
化
学
教
室
の
誤
り
で
あ
る
。

(mG
『
創
基
五
十
年
記
念
北
海
道
帝
国
大
学
沿
革
史
』
な
ど
に
よ
る
。
『
北
海
道

大
学
国
有
財
産
沿
革
・
』
に
は
、
一
九

O
七
年
七
月
二
十
四
日
竣
工
と
あ
る
。

(
ぬ
)
宮
本
雅
明
『
近
代
日
本
の
高
等
教
育
施
設
に
関
す
る
史
的
研
究
』
(
一
七

九
九
年
)
に
よ
る
。

(
北
海
道
大
学
工
学
部
助
教
授
)
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